
 

第７回  水端かわまちづくりＷＧの開催結果 

日 時 平成２８年３月３０日（水） １４：００～１６：００ 

場 所 亀岡市役所 別館 ３階会議室 

出席者 京都学園大学ﾊﾞｲｵ環境学部 教授    大西 信弘   ｸﾞﾙｰﾌﾟ長  

保津町自治会 自治会長  塚田 勇    副ｸﾞﾙｰﾌﾟ長 

保津町まちづくりビジョン推進会議 会長    石川 清之 

                       中野 恵二 

亀岡経済同友会          専務理事  石倉 敬子 

亀岡防犯推進委員連絡協議会    会長    十倉 康吉 

                       伊豆田 進 

亀岡市直売連絡協議会       会長    和﨑 邦夫 

農事組合法人ほづ         代表理事  酒井 省五 

亀岡市体育協会          会長    關本 卓男 
 
京都府南丹土木事務所 南丹農業改良普及センター 安川副所長 
京都府南丹土木事務所 企画調整室 山田主事 

     〃      河川砂防室 木下室長 
 
亀岡市 夢ビジョン推進課 田中課長 

都市計画課    関口課長 
 〃  都市整備課    西出主任 
 〃  桂川・道路整備課 並河課長、澤田副課長、湯浅主査 
 〃  スポーツ推進課  野々口課長 

（欠席３名）
 内 容 

（次第） 

1）開 会 

2）議 事 

○今後整備施設(トイレ、階段スタンド等)の詳細について 

○運営・維持管理の方法について 

3）閉 会 

 



結 果 

○今後の整備施設(トイレ・階段スタンド等)については、事務局案を基本に施工を進めるものと

する。 

○整備完成箇所の当面の運営・維持管理については、これまでどおり亀岡市で行うこととする。

 ただし、使用方法・ルールについては、今回のＷＧでの意見を踏まえ、早期に事務局で案を

定め次回のＷＧで諮ることとする。 
 
（主な意見） 

【今後の整備施設について】 

・広場・駐車場の規模に対しトイレの数(男子：大１、小２ 女子：２ 多目的：１ 計６

穴)が少ないのではないか。大きなイベント時にこの数で対応できるのか。 

⇒河川内である高水敷にトイレを設置することができない為、限られた場所での施設の整備と

なる。大きなイベント時には仮設のトイレ等を用意していただく必要がある。 

・じゃこ田予定地は、洪水時最も早く水に洗われる箇所である。大丈夫なのか。 

⇒確かに当該場所は最も低い為、水に洗われやすい箇所である。しかし一方で、保津橋直下流

旧堤外に数年前京都府がワンドを実験的に整備しており、その後、数回の洪水を受けたが今

も機能を失っていない場所がある。じゃこ田については、あまり費用をかけず試行錯誤を積

みあげて整備していくのが良いのではないか。 

・階段スタンドは、後の除草作業を考えると完全にコンクリート張りである方が望ましい。 

⇒景観を考慮して、石積で立ち上げ自然色アスファルトで座面を舗装する計画(案)としてい

る。雑草対策として、舗装下にコンクリートや防草シートを引く等検討したい。 

・公共のトイレについては、イタズラ等されやすい場所である。防犯上のことも意識して壊れ

にくい材料を使っていくべき。 

⇒設計の段階で考慮していく。 

【管理運営について】 

  ・球技をするにあたっての設備(外野ネットやゴールポスト)の設置は出来るのか。 

  ⇒河川内であるので常設は基本できない。もし設置するとなると可動式のもので、洪水時の対

応等を定めておく必要がある。 

・当面は今までと同じように亀岡市で管理とのことだが、これまでから利用の仕方がわかりに

くく、利用しにくいイメージであった。何ができるのかを明確にすべきでは。 

・自由使用箇所と排他的に専用で利用する場所とを一緒にしておくのは、何か事故等が発生し

たときに管理責任の問題が問われるのでないか。 

・これだけ広い場所が整備されているのだから、自由に使用できる場所と専用に貸し出す場所

を分けて考えることもできる。 

・自治会に管理も手伝うので週に１・２回程度優先的に使わせてほしいとの申し出を言ってき

ている団体もある。 

・スポーツだけでなく、ブラスバンド、消防訓練、マルシェなど多様な用途に使えるようにし

ておいてほしい。 

・最終的な管理・運営主体が指定管理者制度による自治会等となっているが、現状の体制では

自治会で持つことは難しいと考える。指定管理者先をどうするかも含めて更なる議論が必要

である。 

  ⇒いただいた意見を要約すると、「多目的エリアの時間と場所のゾーニング」「利用方法と

当面の管理」「最終的な管理の方法(持続可能な管理方法)」の整理が今後必要である。特

に、多目的エリアについては整備が完成しているので、「多目的エリアの時間と場所のゾ

ーニング」「利用方法と当面の管理」については、早急に定めなくてはならない。今日の

意見を基に事務局で案を作成していただき次回ＷＧで議論したい。 

【その他】 

  ・多目的広場のオープニングについて、スポーツ大会等をしてはどうだろうか。(事務局案) 

  ⇒マルシェ等のイベントをするのもいいかもしれない 

 



 


